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件名・主な歳出内容
◆一般会計補正予算（第１号）94万円の増　（総額68億2,094万円）　　　　　　　　

4万2,000円 妊婦へ布マスクを24枚（ 8枚× ３回）配布
115万1,000円 役場庁舎等消毒液、非接触式体温計4台整備、パーテーション等
56万9,000円 消毒液、非接触式体温計 2台整備等（糸桜里の湯ばんげ分）
214万7,000円 小学校児童用マスク、消毒液、非接触式体温計 2台整備
99万6,000円 中学校生徒用マスク、消毒液、非接触式体温計 1台整備

44万2,000円 子育てふれあい交流センター他で使用するマスク、消毒液、非接触
式体温計 ３台整備

25万2,000円 マスク、消毒液、非接触式体温計 1台整備（保育所分）
92万4,000円 マスク、消毒液、非接触式体温計 2台、加湿器 2台整備（幼稚園分）

◆一般会計補正予算（第２号）16億467万円の増（総額84億2,561万円）　　　　　

15億8,450万円 特別定額給付金（１人一律10万円の給付金）

2,017万円 子育て世帯臨時特別給付金
（児童手当の支給世帯に１人一律 1万円の給付金）

新型コロナウイルス感染症対策
特別定額給付金１５億８，４５０万円

第 ２ 回
臨 時 会

　

第
２
回
臨
時
会
を
５
月
13
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
各
種
対
策
に
取
り
組
む
補
正
予
算
な

ど
を
審
議
し
、
提
出
議
案
全
て
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
基
準
日

　

令
和
２
年
４
月
27
日

◆
対
象
者

基
準
日
に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

１
万
５
千
６
０
０
人
（
外
国
人
含
む
）

◆
給
付
額

　

一
人
に
つ
き
10
万
円　
【
申
請
期
限
】
８
月
14
日
（
金
）

町
民
一
人
あ
た
り
10
万
円
を
給
付

◆
対
象
者

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を
含
む
）
の
児
童
手
当
受
給
者
に
給
付

さ
れ
ま
す
。

◆
給
付
額

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き
１
万
円

子
育
て
世
帯
へ
臨
時
特
別
給
付

審議・可決された令和２年度一般会計補正予算の概要
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町に「要望書」提出
新型コロナウイルス対策に関する要望について

請願
番号

受　理
年月日 件�　　名 請願者住所氏名 紹介議員 審査結果

第 1号 令和 2年
4月28日

飲食業・観光業等に携
わる中小事業者の救済
及び地方経済のための
対策のさらなる加速を
求める意見書提出の請
願について

会津坂下町字西南町
裏甲400５-1３
会津坂下町商工会
会長　五十嵐正康

物江政博

赤城大地
採択

請 願 の 審 査

◆�1 ．�感染拡大防止対策の強化と医療従事
者等への偏見防止について

本感染症に関する正確な情報を収集し、町
民に対して積極的に情報発信し、情報共有
をはかること。また、感染防止に対する注
意喚起を徹底すること。感染者や医療従事
者及びその家族等に対する偏見や差別を防
ぐ方策を講じること。

◆ 2．学校休業等への対応について
園児や児童・生徒の安全確保と精神的ケア
及び学力低下を招かないよう学習支援など
に努めること。

◆ 3．経済対策について
影響を受けている事業者などの実態把握に努め、各種支援制度を周知するとともに、相談・
支援体制の充実を図ること。また、収入減収を余儀なくされ、支援が届きにくい町民、農業
者、個人事業主、本町出身の就学学生などへの支援にも力を入れること。本感染症の影響に
よる町税・保険料等の納付困難者に対する減免や支払猶予等の支援を行うこと。

◆ 4．医療崩壊防止について
関連機関と連携し、会津西部地域への感染拡大を想定した情報収集及び発熱外来等の速やか
な設置および医療提供体制を確立すること。また、本感染症によって一般診療が抑制されな
いように対策を講じること。

正副議長と齋藤町長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
感
染
拡
大
で
、
私
た
ち
の

生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。
感
染

拡
大
の
よ
う
な
「
非
日
常
」
の

環
境
、
不
安
が
一
気
に
高
ま
り
、

安
心
感
を
得
よ
う
と
し
た
り
、

不
安
な
気
持
ち
が
続
い
た
の
は
、

大
人
だ
け
で
は
な
く
子
ど
も
た

ち
も
同
じ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。「
非
日
常
」
が
起
き
た
時
、

私
た
ち
は
何
を
求
め
、
ど
ん
な

行
動
を
す
る
の
か
。
他
人
を
思

い
や
る
優
し
さ
を
信
じ
た
い
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
提
示

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
自
然
災
害

の
複
合
災
害
に
も
備
え
な
け
れ

ば
。（

副
委
員
長　

横
山
智
代
）

みんなのひろばみんなのひろば

■
記
事
訂
正
に
つ
い
て

　

前
号
１
９
７
号
の
記
事
に

つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

　

Ｐ
10
定
例
会

　
　
（
正
）
第
１
回

　
　
（
誤
）
第
４
回

次回定例会のご案内
第３回定例会は、９月３日㈭から15日㈫までの会期
（予定）です。一般質問は９月７日㈪、８日㈫午前
10時開会予定です。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
社
会
情
勢

は
一
変
し
ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
が
導
入

さ
れ
、
国
・
県
・
町
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講

じ
て
鈍
化
し
た
経
済
活
動
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
地
方
自
治
体
へ
の
臨

時
交
付
金
の
増
額
を
盛
り
込
ん
だ
政
府
の
第
二

次
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

窮
状
に
あ
る
事
業
者
を
救
い
、
地
域
経
済
を

立
て
直
す
た
め
、
交
付
金
を
活
用
し
た
地
元
消

費
の
喚
起
策
を
強
く
望
み
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
闘
い
な
が
ら
「
継
続
可
能
な
ま
ち

会
津
坂
下
町
」
を
目
指
し
て
。（
６
月
15
日
寄
稿
）

【
議
会
よ
り
】

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
生
活

様
式
が
変
わ
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
町
が
関
わ
り
、

町
民
の
生
活
を
守
っ
て
い
く
の
が
問
わ
れ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
健
康

で
豊
か
に
な
る
た
め
の
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

田村　圭さん
（仲町）

とても爽やかで
いつも元気に
活躍されています

ばんげ未来トークの開催について
新型コロナウイルス感染症対策のため募集を休止していましたが、８月より募
集を再開する予定です。元気な町にするために、新しい生活様式を取り入れな
がら、町民の皆さまと様々な意見交換を行ってまいりたいと思います。詳しくは町
議会ホームページをご覧ください。

【
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
】
に
つ
い
て

　
私
た
ち
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
親
し
ま
れ
る

広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


